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～こどもたちに最適な教育環境を提供するために～

令和７年５月に「第３回高砂市新たな学校づくり推進審議会」を開催しました。

第３回では、２月に実施した市民説明会の開催結果や同じく２月に公表した「第４期高砂市教育振興

基本計画」の共有を行うとともに、地域状況・教職員の負担軽減・部活動の地域展開等さまざまな観

点から学校の現状と課題を確認し、意見交換をしました。

■『第３回高砂市新たな学校づくり推進審議会』を開催しました！

開催日時 令和７年５月２６日（月）１９時００分から

開催場所 高砂市役所分庁舎１階大会議室

出席者 １５名（会長 押田貴久） うち１４名出席

傍聴人数 ０名

審議内容

1. 市民説明会の開催結果について

2. 第４期高砂市教育振興基本計画について

3. 高砂市立学校の現状と課題について

4. 意見聴取について

■高砂市立学校の現状と課題について

伊保地区や米田地区に多くの人口が集中しており、中筋地区や北浜地区は少ない状況です。また、中筋

地区を除くすべての地区で人口は右肩下がりとなっており、今後さらに減少する見込みです。

土地利用も住宅地、商業地、工業地、農地、山林などさまざまで、地形的な分断や市街地の連続性など

も、今後の通学区域の検討時には配慮が必要な事項です。

〇地域状況

第4期高砂市教育振興基本
計画【ダイジェスト版】

〇学校運営コスト

学校には、建物の建替えや修繕といった施設整備に係るコ

ストだけでなく、管理運営面やICT等の新たな学習など、さ

まざまな教育活動に係るコストもあります。

教職員の人件費まで含めた学校に係る総コストは、小・中学

校全16校で年間64.5億円、小・中学校ともに1校平均で4

億円となっています。同じ規模の自治体で同様に把握すると、

1校あたり平均3～5億円となっています。

学校の運営にはたくさん
のお金がかかるんだね！

＜学校運営コスト（小・中）＞

第4期高砂市教育振興
基本計画ホームページ
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１．市民説明会の開催結果について

• 参加人数が少なく、驚くほど関心がないなという印象を受けた。

• 支援を必要としている子どもが増えているので、支援学級についてすごく気にされていた。

• 学校の様子を知っている方とそうでない方で実情との乖離があった。

• 保護者は興味があっても子育てが手一杯で、未来のことを考えようとなるまで難しい。

２．第４期高砂市教育振興基本計画について

• 事後改修をするよりも、20年後・30年後を見据えた機能を今から整備しておく必要がある。

３．高砂市立学校の現状と課題について

• 先生方の負担軽減の意味で水泳授業をスイミングスクール等に委託する考えはあるのか。改修等に

費用がかかると思うので、費用対効果も含めて検討していただきたい。

• 部活動を地域展開するのは良いが、任せた団体がしっかりとした講習を受けているのか疑問に思う。

• こどもは減っているが、支援が必要なこどもは増えているので、新しい学校をつくって大きな学校

ができると、支援が必要なこどもの課題がさらに増えると思うので、ソフト面をより充実させながら

ハード面を考えなければ、こどものための教育にならないと思う。

• 校区の特色も教育課題の視点に入れて検討していただきたい。

■主な意見

■今後の予定

第４回審議会
日 時 ： 令和７年７月２８日（月）１９時００分から

場 所 ： 高砂市役所本庁舎４階４０５会議室

詳しい内容は
ホームページで
チェックしてね！

教育現場では、特別支援教育や不登校支援、教職員の

負担軽減、部活動の地域展開など様々な課題があります。

より良い教育環境を実現するためには、学校施設だけ

ではなく、日々の運営からみられる課題の解決もあわせ

て対応する必要があり、右表の15項目について、取組状

況等の把握を行いました。

〇学校施設・運営面での教育課題 ＜教育課題＞

1.特別支援教育、インクルーシブ教育

2.不登校児童生徒への支援

3.外国につながりのある子ども

4.多様な学びに対応する教室

5.少人数指導

6.教職員の負担軽減／教職員の働き方改革

7.部活動の地域展開

8.通学路・通学距離・通学手段等

9.学区の不整合（小学校区、中学校区、地域）

10.学校運営協議会

11.災害時の避難施設利用

12.新たな教育への対応（ICT化対応）
施設の老朽化・修繕コスト

13.プール等への対応

14.給食等への対応

15.他の公共施設との複合化・共用化

第３回審議会

児童生徒数の将来

推計や施設の老朽化、

学校施設・運営面で

の教育課題等を踏ま

えて、『これからの学

校像』を具体化してい

きます。

〇まとめ


